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■交通機関■
◉ JR琵琶湖線
　 大津駅下車ﾀｸｼｰ10分 
◉ JR琵琶湖線
　 膳所駅下車徒歩15分 
◉ 京阪石坂線
　 錦駅下車徒歩７分
◉ 自動車
　 名神大津 I.C.から10分 
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世界トップレベルの研究・教育の継承と発展

流域圏総合環境質研究センター学生の主な
キャリヤパス流域圏総合環境質研究センター学生の主な
キャリヤパス

大津市水再生センター

2013 年 10月作成

流域圏総合環境質研究センター

工学部地球工学科へ入学（1回生）

地球工学科環境工学コースへ配属（3回
生）

流域圏総合環境質研究センターの研究室
へ配属（4回生）

就職（公務員、企業など）、
海外留学

他学部、他大学より

他学部、他大学より

基礎科目講義・演習・実験の受講

専門科目講義・演習・実験の受講

卒業研究

都市環境工学専攻修士課程へ入学
）

修士専門科目講義・演習・実験の
受講

修士論文研究

卒業

修了

進学

就職（公務員、企業など）、海外
留学

就職（大学、研究機関、公務員、企
業など）

進学
都市環境工学専攻博士課程
博士専門科目講義・演習・実

験の受講

博士論文研究

修了

流域圏総合環境質研究センター



　健康で文化的、かつ福祉に富んだ環境質を求める社会的ニーズの拡大と、これらを脅かす多様で重篤な衛生リスク要因の増大を鑑
み、これまで積み上げてきた各汚染源に対する個別制御・評価・緩和に関する

世界的レベルの成果を継承しつつ、河川・湖沼流域全体に
その研究対象を拡げ、広域管理、予見および監視といったシステム工学的手
法を用いて、空間的・時間的広がりの中で研究・教育・社会活動を展開しています。

　琵琶湖・淀川流域は、湖・河川・海が一体となった日本の代表的な流域
の一つです。流域圏総合環境質研究センターは、この流域内で特に重要な琵琶湖の
沿岸で、河川の水源域（滋賀県大津市）にあり、湖・河川・海・森林・農地・都市・
工業地等が存在する理想的な研究・教育対象を持っています。

　地域・地球環境問題を解決するための人材の
育成を活発に実施しています。
　国内の大学や産官の研究者や実務者の招聘、共同研究などを通じて、

国、地方公共団体、民間との積極的な連携を図ってい
ます。
　海外の大学や研究機関などか
らの客員教授・研究者や留学生
の受入、スタッフ・学生・卒業生の海外派遣・留学、アジア圏を主と
する大学との連携を積極的に行い、特に中国やマレーシアには海外拠
点を設置して、国際共同研究を展開しています。
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研究・教育・社会活動を融合させた
インターブリッジシップの展開

研究　RESERCH

国際的情報発信・収集・指導／産官学連携研究

学際的研究推進
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学部・大学院への国際教育／教育システムの拡充
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E3
E-Cube Wing

AA-Cross Wing

超高度分析室 極微量化学物質を測定可能な世界有数の分析機器群

研究・教育を実践する場
教員室／学生居室／ゼミナール・
図書館／資料室／恒温恒湿実験室
／水質実験室　etc.

PProject Wing

インターブリッジシップを実践する場
リエゾンオフィス／共同研究プロジェクト
実験室／工作室　etc.

健康・衛生、文化的かつ安心な
総合的流域管理の礎となる各種
実験を安全性と効率化を備えた
研究を行う場

・研究の場
　　　個別汚染源（工場、農地、道路、焼却場、下水処理場、上水処理場）から
　　　　　　流域圏全体（琵琶湖・淀川流域・国内や海外の流域との比較研究）へ

・研究内容
　　　汚染源の分析・汚染物の個別影響評価と制御・緩和技術の開発から
　　　　　　総合的分析・評価手法の構築（ヒトや生物・生態系への影響）
　　　　　　環境中の動態解明とリアルタイム挙動動態モデルの開発
　　　　　　予見を含めた総合的流域管理・監視技術とシステムの開発　へ

・対象物質
　　　発がん性物質、環境ホルモン、ダイオキシン類等の個々の影響物質から
　　　　　　衛生要因物質の総合把握　　　自然起因物質（藍藻毒など）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　非意図的物質（医薬品、処理副生成物質など）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予見的物質（病原微生物、薬剤耐性微生物、新規化学物質など）へ

・研究の場
　　　個別汚染源（工場、農地、道路、焼却場、下水処理場、浄水場）から
　　　　　　流域圏全体（琵琶湖・淀川流域・国内や海外の流域との比較研究）へ

・研究の内容
　　　汚染源の分析・汚染物の個別影響評価と制御・緩和技術の開発から
　　　　　　総合的分析・評価手法の構築（ヒトや生物・生態系への影響）
　　　　　　環境中の動態解明とリアルタイム挙動動態モデルの開発
　　　　　　予見を含めた総合的流域管理・監視技術とシステムの開発　へ

・研究の対象
　　　発がん性物質、環境ホルモン、ダイオキシン類等の個々の影響物質から
　　　　　　衛生要因物質の総合把握　　　自然起因物質（藍藻毒など）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　非意図的物質（医薬品、処理副生成物質など）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予見的物質（病原微生物、薬剤耐性微生物、新規化学物質など）へ

流域圏総合環境質研究センターは、「E-Cube Wing」「A-Cross Wing」
「Project Wing」の3つのブロックがあり、研究・教育・社会活動を融合
させたインターブリッジシップを展開しています。

2F

分子生物実験室 微量実験室

バイオ・エコロジー
実験室

琵琶湖水槽

分子生物実験室 遺伝子分析など分子生物学的実験を行うための設備

バイオ・エコロジー実験室
生物実験を行うためのクリーンルーム等を設置

微量実験室
安全に微量化学物質を扱うための最新設備

高度分析室
微量化学物質を定量可能な高度分析
機器が充実

琵琶湖水実験室
Environment,
Engineering and
Experiment (=E3)

琵琶湖岸に設置したポンプにより、
実験室内水栓から連続的に琵琶湖
水をサンプリングすることが可能超高度分析室 琵琶湖水実験室

高度分析室 1F

★★
流域圏総合環境質研究センター流域圏総合環境質研究センター

外国人客員教授・留学生
の受入、学生・卒業生の
海外派遣・留学と海外拠
点による国際展開

清華大学深圳研究生院（中国）清華大学深圳研究生院（中国）

マラヤ大学（マレーシア）マラヤ大学（マレーシア）


